
altMBA、Squidoo、Yoyodyne の創始者。元Yahoo! 副社長、Marketing Hall of Fameのメンバー。運
営する altMBA では、リーダーのレベルを上 げるための1カ月のワークショップを行う。毎日更新される
SETH‘S BLOG は、数百万人に読まれ、世界でもっとも人気のあるブログの1つになって いる。著書に『パーミッ
ション・マーケティング』(海と月社)、『「紫の牛」を 売れ!』、『トライブ 新し い”組織”の未来形』(講談社) 「ダメなら、
さっさとやめなさい! - No.1 になるための成功法則』(マガジンハウス)などがある。18冊の著書はベストセラーに
なり、35 カ国語以上に翻訳されている。本書は、TheMarketingSeminar.com のサイトがもとになっている。ツ
イッターのフォロワー数は654,000人。フェイスブックのファンは369,000人。

NEWS RELEASE【書籍のご案内】

株式会社あさ出版（代表取締役：佐藤和夫、所在地：東京都豊島区）は、セス・ゴーディン 著／中野 眞由美 訳
『THIS IS MARKETING 市場を動かす』を2020年７月２２日（水）に刊行いたします。
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セス・ゴーディン

マーケティングにおける第一人者として知られて、１日のアクセス数が100万回超える世界トップクラスのビジ
ネスブログを持つセス・ゴーディン氏。パーミッション・マーケティング、紫の牛、 トライブ、運命の谷など、生み出
した概念や言葉は、現在もビジネス用語として使われています。
本書は、セス・ゴーディン氏のオンライン講義を1冊にまとめ、23カ国で出版された名著『THIS IS MARKETING』の

待望の日本語翻訳版となっています。マーケティングの本質と実践的な考え方について書かれた一冊です。

マーケッター必見！顧客のインサイトをつかむ不変メソッド



パーミッション・マーケティング（Permission Marketing）

① 献身的で創造的な人々は、世の中を変えることができる。あなたもいますぐ世の中を変え、
自分では想像もできないほどの変化を起こすことができる。

② すべての人を変えることはできない。「これは誰のため？」という問いは、行動に集中し、
信じてくれない人たちに対処するときに役に立つ。

③ 意図的に起こした変化こそが、もっとも優れている。「これはなんのため？」と考えるのは、
仕事を行ううえで大切な姿勢である。

④ 人間は自分にストーリーを語る。それは自分にとっては完全な真実である。
そのため、相手を（あるいは自分を）ムリヤリ説得するのは愚かである。

⑤ 人間は、「いつも同じようなストーリーを自分に語る人」と
「地位や要求をもとにいつも同じような決断をする人」という既成概念にとらわれるグループに分けられる。

⑥ 自分が語る自分自身の話より、他人が自分について語る話のほうが大切である。

情報掲載、ご取材に関するお問い合わせ先
広報 古垣（フルガキ） TEL：03-3983-3225 090-4424-6911 furugaki@asa21.com

株式会社あさ出版 東京都豊島区南池袋2-9-9 第一池袋ホワイトビル6階

ゴーディン氏が生み出したマーケティングの概念をわかりやすく解説

紫の牛（Purple Cow）

トライブ（Tribes）

運命の谷（The Dip）

広告にお金を費やす前に、「パーミッション（許可）」を出してくれる顧客を増やすことから始めたほう
がいい。人々から許可を得て行うパーミッション・マーケティングでは、マーケティングを無視する顧客
が新たな力をもつ。したがって、敬意を持って人と接するのが、人々から関心を向けてもらういちばん
いい方法になるのだ。

もっと話を聞きたいと思ってくれる人とどうやってつながればいいのか。こちらの言葉を直接広
めることはほぼ不可能だ。お金も時間もかかりすぎる。話を聞いてくれる人を見つけて注意を向け
てもらい、熱狂を起こす。それも1人ずつ……。気が遠くなりそうな仕事だ。それよりも、誰かに話す
価値があると思えるような、プロダクトやサービスを意図的につくるほうがいい。私はこれを「紫の
牛（注目を集めるもの）」と呼んでいる。

※本書より抜粋

「トライブ（いっしょに活動し自分が導いていく仲間）」ができた人に、まず伝えたいことがある。
それは、トライブは決してあなたのものではない、ということだ。だから、トライブのメンバーに何かを
指示したり、自分の目的のために利用したりしてはいけない。トライブの仲間は、あなたの話に耳を傾け、
真剣に考えてくれるかもしれない。また、仲間はトライブが使命を達成するのに役立つ方法でアイデアを
人に伝えてくれ、ふたたび仲間を増やすチャンスを得られるだろう。

人は何度も繰り返し起こるイベントやストーリーと「信用」をむすびつける。なじみがあるのは「ふつ
う」という証であり、ふつうは「信用」できるという証だ。マーケターはこれを日々忘れている。なぜなら、
マーケターは自分のものに飽きているからだ。つまりマーケターが飽きるときと、消費者がメッセージ
を受け取るときのあいだに時間的な溝「運命の谷」があることがわかる。

優れたマーケターが理解している、マーケティングにおける6つの真実

※本書より抜粋

マーケティングにおける６つの真実と実践法も各章で詳しく解説


